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市 政 ル ポ 上
じょうえつ

越市

新
幹
線
開
業
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

28
の
自
治
区
が
織
り
な
す
多
様
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

地
区
ご
と
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
多
様
性

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
近
代
以
降
に
国
を
挙
げ
て
行

わ
れ
た
、
元
号
を
通
称
に
冠
す
る
集
中
的
な
市
町
村

合
併
事
業
に
は
、「
明
治
の
大
合
併
」「
昭
和
の
大
合
併
」

「
平
成
の
大
合
併
」が
あ
る
。
明
治
の
大
合
併（
明
治
21

年
〜
22
年
）で
は
７
万
１
３
１
４（
明
治
21
年
度
時
点
）

も
の
市
町
村
が
約
１
万
６
０
０
０
に
集
約
さ
れ
た
。

昭
和
の
大
合
併（
昭
和
31
〜
36
年
）で
は
９
８
６
８（
昭

和
31
年
度
時
点
）
あ
っ
た
市
町
村
が
、
３
４
７
２
（
同

36
年
度
時
点
）へ
と
激
減
し
た
。
さ
ら
に
平
成
の
大
合

併（
平
成
11
〜
18
年
）で
は
、
３
２
３
２（
平
成
11
年
度

時
点
）
あ
っ
た
市
町
村
が
１
８
２
１
（
平
成
18
年
度
時

点
）へ
と
大
き
く
減
っ
た
。

　

大
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
び
に
、
都
市
規
模

は
全
般
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
平
成
の
大
合

併
で
は
つ
い
に
、
市
域
が
１
０
０
０
㎢
を
超
え
る

事
例
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
上
越
市
も
平
成
17
年
１
月
の
合

併
で
、
１
０
０
０
㎢
に
限
り
な
く
近
い
９
７
４
㎢

も
の
市
域
を
持
つ
に
至
っ
た
（
合
併
前
の
上
越
市
域

の
約
４
倍
）。

　

上
越
市
の
合
併
に
は
さ
ら
に
、
ほ
か
の
ど
の
都
市

の
合
併
事
例
に
も
な
い
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
合

併
し
た
市
町
村
の
数
が
14
市
町
村（
１
市
６
町
７
村
）

に
も
及
ん
だ
こ
と
だ
。
こ
れ
は
平
成
の
大
合
併
の
中

で
も
、
最
も
参
加
市
町
村
数
の
多
い
合
併
事
例
と

な
っ
た
。

　
「
上
越
市
は
広
い
な
ぁ
、
本
当
に
大
き
な
合
併

だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
そ
う
思
い

ま
す
」

　

明
る
い
微
苦
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
語
る
村
山

秀
幸
・
上
越
市
長
は
、
合
併
か
ら
２
年
後
の
平
成
19

年
に
副
市
長
に
就
任（
前
職
は
新
潟
県
職
員
）、
合
併

か
ら
４
年
後
の
平
成
21
年
に
市
長
に
就
任
し
た
（
現

在
２
期
目
）。

　
「
東
京
都
の
約
半
分
、
23
区
の
１
・
５
倍
と
い
う
面

積
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
よ
り
広
さ
を
感
じ
る
の

は
、
各
地
域
の
多
様
性
に
つ
い
て
な
の
で
す
」

　

村
山
市
長
の
言

葉
通
り
、
昭
和
46
年
に

港
町
（
直
江
津
市
）
と
城
下
町

（
高
田
市
）
と
い
う
、
ま
っ
た
く
個
性

の
異
な
る
隣
接
市
同
士
が
合
併
し
て
で
き

た
旧
上
越
市
に
、
平
成
の
大
合
併
で
新
た
に
加
わ
っ

た
旧
13
町
村
は
合
併
後
の
市
域
の
７
割
の
面
積
を

占
め
る
が
、
お
し
な
べ
て
中
山
間
地
域
と
い
っ
て

い
い
自
然
環
境
を
備
え
て
い
る
。
合
併
直
後
に
地

域
自
治
区
制
を
敷
い
た
た
め
、
旧
13
町
村
は
現
在

村
むらやま

山秀
ひでゆき

幸
上越市長
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13
区
を
形
成（
旧
上
越
市
部
分
も
15
区
に
移
行
）し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
９
区
は
、
合
併
前
か
ら
過
疎
地

域
指
定
を
受
け
て
い
た
。
同
時
に
旧
上
越
市
部
分
も

含
め
て
、
市
域
の
多
く
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
地
柄
だ
。

　

そ
の「
多
様
性
」を
物
語
る
数
値
と
し
て
、
例
え
ば

８
０
０
を
超
え
る
と
さ
れ
る
町
内
会
の
数
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

中
山
間
地
域

に
は
そ
れ
だ

け
、
地
理
的

環
境
で
区
分

さ
れ
る
小
集

落
が
多
い
こ
と
の
証
し
と
も
い
え
る
が
、
村
山
市
長

は
「
こ
の
多
様
性
を
何
と
か
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個

性
と
し
て
磨
き
上
げ
、
例
え
ば
北
陸
新
幹
線
開
業
後

の
観
光
振
興
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

に
向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
る
。

　

北
陸
新
幹
線
と
い
え
ば
、
昨
年
11
月
号
の
本
欄

で
金
沢
市
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
凄
ま

じ
い
新
幹
線
開
業
効
果
を
ご
紹
介
し
た
。
そ
し
て

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
開

業
初
年
度
・
次
年
度
に
は
「
金
沢
市
の
一
人
勝
ち
」

と
い
っ
た
論
調
が
目
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
開

業
３
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
ほ
か
の
沿
線
都
市
に

も
少
し
ず
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
置
か
れ
た
環

境
や
努
力
に
応
じ
た

効
果
が
現
れ
始
め
て

い
る
こ
と
は
意
外
に

報
じ
ら
れ
な
い
。

　
「
特
に
上
越
市
に

立
地
す
る
新
設
の
上

越
妙
高
駅
は
、
上
越

市
を
は
じ
め
隣
接
す

る
新
潟
県
妙
高
市
、

同
柏
崎
市
、
同
十
日

町
市
、
同
佐
渡
市
と

で
広
域
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
《
越
五
の

国
》
を
形
成
し
、
上

越
妙
高
駅
を
起
点
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
、
そ
の
効
果
が
少
し
ず
つ
形
に
な
り

始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
村
山
市
長
）

新
幹
線
開
業
で
よ
り
高
ま
っ
た 

交
通
の
利
便
性

　

例
え
ば
今
年
12
月
に
は
、
妙
高
市
に
大
規
模
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル《
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
》が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
れ
は
韓
国
の
大
手
ホ
テ
ル

「
ホ
テ
ル
ロ
ッ
テ
」
が
進
め
る
旧
新
井
リ
ゾ
ー
ト
（
平

成
17
年
か
ら
営
業
休
止
）の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
、

韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
市
場
を
最
大
の
タ
ー

北陸新幹線開業式典と初日の乗客たち

直江津港と小木港を結ぶ高速カーフェリー「あかね」
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ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
コ
ン
セ

プ
ト
は「
ア
ジ
ア
最
高
の
ス
キ
ー
場
」と
い
う
も
の
だ

が
、
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
夏
季
の
交
流
人
口
増

大
も
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
期
待
さ
れ
る
。

　
「
特
に
富
裕
層
の
外
国
人
観
光
客
は
、
２
泊
３
泊

で
は
な
く
、
１
週
間
２
週
間
の
ス
パ
ン
で
滞
在
す
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
と
な
れ
ば
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
を
足
場
に
、
周
辺
の
観
光
ツ
ア
ー
も
に
ぎ
わ
う
で

し
ょ
う
。
本
場
の
鮨
や
魚
介
を
食
べ
よ
う
と
、
直
江

津
方
面
に
出
て
来
ら
れ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
車
な
ら
妙
高
か
ら
30
分
圏
内
で
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
の
が
上
越
妙
高
駅
周

辺
の
ま
ち
の
特
徴
で
あ
り
、
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
船
で
海
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
も
い
い

し
、
新
幹
線
で
東
京
方
面
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
も

い
い
。
さ
ら
に
直
江
津
港
か
ら
は
、
高
速
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
が
出
て
い
ま
す
か
ら
、
佐
渡
と
の
行
き
来
も
簡

単
で
す
」（
村
山
市
長
）

　

奇
し
く
も
「
上
越
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
と
同
年
の
平
成
27
年
３
月
に
開
業
し

た
北
陸
新
幹
線
・
上
越
妙
高
駅
の
利
用
状
況
を
見
る

と
、
同
年
の
お
盆（
８
月
15
日
）の
約
９
５
０
０
人
が

最
高
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
期
の
乗
降
客
数
は
１
日

平
均
約
４
０
０
０
人
で
、
こ
れ
は
開
業
１
年
目
も
２

年
目
も
変
わ
ら
な
い
。
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
時
や
お

盆
・
年
末
年
始
の
帰
省
シ
ー
ズ
ン
は
通
常
期
よ
り
も

１
日
当
た
り
１
千
数
百
人
か
ら
２
千
数
百
人
ず
つ
増

え
る
が
、
１
年
目
よ
り
も
２
年
目
の
方
が
若
干
落
ち

て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
「
新
幹
線
開
業
バ
ブ
ル

は
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
た
」（
村
山
市
長
）
と
見
ら
れ
る

が
、
前
述
し
た
圏
内
で
の
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

開
業
な
ど
の
動
き
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
新
幹

線
開
業
に
よ
る
「
バ
ブ
ル
後
の
本
当
の
波
及
効
果
」

は
、
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
出
て
く
る
、
と
見
た
方
が

い
い
だ
ろ
う
。

　

上
越
市
で
は
北
陸
新
幹
線
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
交

通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
生
か
し
た
交
流
拡
大
へ
の

取
り
組
み
の
事
例
と
し
て
、
も
と
も
と
の
土
壌
と
し

て
あ
っ
た
食
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
強
み
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン（
大
会
・
学
会
な
ど
）の
誘
致
活
動
な
ど

も
成
功
さ
せ
て
き
た
。

　

上
越
市
は
近
代
以
前
か
ら
信
州
（
長
野
県
）
方
面
、

上
州（
群
馬
県
）方
面
、
北
陸
全
域（
富
山
県
・
石
川

県
・
福
井
県
）
の
３
地
域
に
向
か
う
結
節
点
と
し
て

大
小
の
街
道
が
四
通
八
達
し
て
い
た
。
近
代
に
入
っ

て
か
ら
も
、
明
治
22
年
に
東
海
道
線（
新
橋
〜
神
戸
）

が
全
通
す
る
以
前
に
、
直
江
津
線（
後
の
信
越
本
線
）

直
江
津
〜
軽
井
沢
間
が
開
業
。
明
治
26
年
に
は
軽
井

沢
〜
横
川
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
直
江
津
〜

東
京
間
が
早
く
も
鉄
道
で
直
結
し
た
。

　
「
鉄
道
で
新
潟
の
米
や
石
油
を
東
京
に
運
び
込
む

こ
と
が
全
国
的
に
も
早
い
と
い
う
点
が
、
直
江
津
か

ら
東
京
へ
の
鉄
道
乗
り
入
れ
の
理
由
だ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
鉄
道
と
い
え
ど
も
、
東
京

に
着
く
ま
で
に
一
日
が
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 今年で92回目を迎えた「高田城百万人観桜会」

大阪城・高知城と共に「日本三大夜城」にも選ばれた高田城三重櫓
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そ
れ
で
も
昔
に
比
べ
れ
ば
夢
の
よ
う
な
速
さ
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
新
幹
線
だ
と
何
と
最
速
１
時

間
46
分
で
東
京
に
着
い
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、
ま

さ
に
隔
世
の
感
で
す
よ
ね
」（
村
山
市
長
）

　

道
路
網
も
北
陸
自
動
車
道
や
上
信
越
自
動
車
道
を

介
し
て
、
上
越
市
は
四
方
八
方
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
直
江
津
港
か
ら
の
航
路
を
加
え
れ
ば
、
空
路
以

外
す
べ
て
の
高
速
交
通
網
が
備
わ
っ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
さ
ら
に
平
成
30
年
度
中
に
は
上
信
越
自
動
車

道「
信
濃
町
Ｉ
Ｃ
〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
４
車
線
化
」が

完
成
す
る
。
上
信
越
自
動
車
道
は
群
馬
県
藤
岡
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
長
野
県
経
由
、
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
至
る
２
０
０

㎞
超
の
高
速
自
動
車
道
だ
が
、
平
成
11
年
の
全
通

後
、
北
陸
自
動
車
道
と
結
ば
れ
、
広
域
を
ネ
ッ
ト
す

る
文
字
通
り
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。
そ
の
４
車
線
化

も
、
か
ね
て
よ
り
待
望
さ
れ
て
い
た
事
業
だ
。

　
「
４
車
線
化
が
実
現
す
れ
ば
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や

休
日
な
ど
の
渋
滞
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
る
は
ず
で

す
。
日
常
的
な
事
故
防
止
の
効
果
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
厳
冬
期
の
降
雪
の
際
も
、
除
雪
が
容
易
に
な
り

ま
す
。
２
車
線
だ
け
先
に
除
雪
す
れ
ば
通
行
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま
れ
る
は
ず

で
、
沿
線
の
す
べ
て
の
自
治
体
が
本
当
に
完
成
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
事
業
で
す
」（
村
山
市
長
）

移
住
・
定
住
化
人
口
を
呼
び
込
む 

多
様
な
魅
力

　

上
越
市
と
各
地
を
結
ぶ
鉄
道
・
道
路
・
航
路
の
交

通
網
が
着
々
と
整
備
さ
れ
て
い
く
状
況
か
ら
期
待
さ

れ
る
効
果
は
、
も
ち
ろ
ん
交
流
人
口
の
拡
大
だ
け
で

は
な
い
。
交
流
人
口
の
拡
大
に
付
随
し
て
、
移
住
・

定
住
化
人
口
の
拡
大
、
あ
る
い
は
人
口
減
少
の
抑
制

効
果
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、

事
は
そ
う
簡
単
に
い
か
な
い
の
も
事
実
だ
ろ
う
。

　

人
口
減
少
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
首
都
圏
や
大
都

市
圏
を
除
い
た
、
全
国
各
地
の
自
治
体
に
共
通
の
最

重
要
課
題
だ
。
首
都
圏
や
大
都
市
圏
に
お
い
て
も
時

間
差
で
い
ず
れ
は
訪
れ
る
課
題
で
あ
る
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
そ
の
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

形
で
、
さ
ま
ざ
ま
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、「
上
越

市
の
人
口
減
少
化

は
、
実
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
」
と
村
山
市
長
は

言
う
。

　
「
現
在
の
上
越
市

の
市
域
に
当
た
る
地

岩の原葡萄園は日本最初のワイン用葡萄園

雪国ならではの雪を活用した貯蔵庫（雪室）（上）雪室で貯蔵した雪室商品や雪
下野菜のブランド化を目指す（右）
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域
で
は
、
昭
和
22

年
の
人
口
約
24
万

人
が
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
後
少
し
ず
つ

減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
新
潟
県
全
体

で
見
て
も
昭
和
27

〜
28
年
辺
り
か
ら

人
口
は
減
少
に
転

じ
て
い
ま
す
。
た

だ
昭
和
40
年
代
、

50
年
代
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
口
減
少

は
、
出
生
数
も
ほ

ど
ほ
ど
に
あ
っ
た

の
に
、
そ
れ
以
上

に
社
会
減
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
自
然
減
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
主
因
が
あ
る
。
社
会
減
や
社
会
増
は

客
観
的
な
努
力
で
あ
る
程
度
調
整
も
利
き
ま
す
が
、

出
生
数
の
減
少
と
亡
く
な
る
人
の
増
加
が
重
な
っ
て

い
る
状
況
は
、
努
力
の
し
よ
う
が
な
い
。
止
め
よ
う

の
な
い
社
会
現
象
な
の
で
す
。
人
口
減
少
化
が
止
ま

な
い
全
国
各
地
の
自
治
体
の
悩
み
は
、
ま
さ
に
そ
こ

に
こ
そ
あ
る
わ
け
で
す
」（
村
山
市
長
）

　

し
か
し
上
越
市
は
社
会
資
源
や
雇
用
の
場
に
比
較

的
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
新
た
な
社
会
増
へ

の
期
待
の
根
拠（
源
泉
）と
も
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
重
要
港
湾
・
直
江
津
港
に
つ
い
て
は
、
ア

ジ
ア
の
代
表
的
な
ハ
ブ
港
で
あ
る
釜
山
港
と
国
際
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
で
結
ば
れ
て
い
る
。
高
速
交
通
網

の
さ
ら
な
る
拡
充
で
物
流
拠
点
と
し
て
の
実
力
を
一

段
と
増
し
て
い
る
上
越
市
に
と
っ
て
、
こ
の
状
況
は

強
み
だ
。

　

平
成
23
年
に
は
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
部
門
・
日
本
海
側
拠

点
港
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
が
も
た
ら
す
液
化
天
然
ガ
ス
は
火
力
発

電
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
ま
た
首
都
圏
を
中

心
と
す
る
関
東
甲
信
越
地
方
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

源
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

ま
た
上
越
沖
の
海
底
に
は
、
次
世
代
の
天
然
資
源

と
さ
れ
る
良
質
な
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
事
実
も
分
か
っ
て
い
る
。
遠
く
な
い
未
来

で
の
実
用
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

さ
ら
に
上
越
市
で
は
手
厚
い
子
育
て
支
援
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
そ
れ
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
な
ど
各
種
の
事
業
・
施
策
を
展
開
し
、
よ
り
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。
前
述
し
た
自
然
豊
か

な
中
山
間
地
域
の
も
た
ら
す
「
厳
し
さ
の
半
面
に
あ

る
癒
や
し
」
や
、
港
町
・
直
江
津
地
区
お
よ
び
城
下

町
・
高
田
地
区
が
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
は
ぐ
く
ん

で
き
た「
ま
ち
と
し
て
の
礎
・
文
化
」な
ど
の
織
り
な

す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
多
様
性
は
、
そ
の
重
要
な
魅
力
の

根
源
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

雁
木
通
り
・
新
水
族
博
物
館
・ 

謙
信
公
の
愛
刀

　

取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
高
田
城
跡
で
あ
る
高
田
公

園
で
１
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
恒
例
の
観
桜
会

（
第
92
回
目
）開
催
の
直
前
だ
っ
た
。
早
春
の
空
気
は

ま
だ
冬
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
た
が
、
桜
の
つ
ぼ
み
が

春
間
近
を
伝
え
て
い
た
。

　

総
延
長
16
㎞
も
の
長
さ
を
誇
る
雁
木
が
ま
ち
な
か

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
高
田

地
区
は
、
徳
川
家
康
の
六
男
松
平
忠
輝
の
居
城
と
し

て
高
田
城
が
築
城
（
１
６
１
４
年
）
さ
れ
る
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
初
期
に
ほ
ぼ
現
在
の
町
割
り
が
完
成

し
た
と
さ
れ
る
。

　
「
雁
木
は
豪
雪
地
帯
な
ら
で
は
の
知
恵
で
、
日
本

海
側
に
は
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

高
田
に
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
高
田
ほ
ど

の
規
模
で
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
ほ
か
に
は
あ

り
ま
せ
ん
」（
村
山
市
長
）

　

商
店
や
町
家
の
軒
か
ら
庇
を
延
ば
し
、
片
側
ア
ー

国内外を結ぶ物流拠点港「直江津港」

雁木型アーケードに覆われた高田駅（えちごトキめき鉄道・妙高はねうま
ライン）
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ケ
ー
ド
の
よ
う
な
形
で
豪
雪
か
ら
歩
道
を
守
る
雁
木

は
、
太
陽
の
暑
熱
か
ら
通
行
者
を
守
る
役
割
を
も
果

た
す
。
酷
暑
の
続
く
現
代
の
夏
に
は
ま
さ
に
ぴ
っ
た

り
の
、
生
き
た
文
化
財
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

雁
木
の
下
の
通
路
は
、
伝
統
的
に
商
店
や
町
家
の

オ
ー
ナ
ー
が
自
ら
の
土
地
を
提
供
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
元
祖
「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」の
事
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

雁
木
の
続
く
雁
木
通
り
に
並
ぶ
商
店
や
町
家
は
、

明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
建
て
ら
れ
た
味
わ
い
深
い
建

物
が
多
い
。
一
部
の
町
家
は
一
般
公
開
も
さ
れ
、
例

え
ば
「
町
家
交
流
館
・
高
田
小
町
」
な
ど
の
よ
う
に
、

交
流
・
集
会
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
り
、
ま

ち
の
小
さ
な
美
術
館
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
多
彩
に
活
用
さ
れ
、
国
内
外
の
旅
行
者
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

高
田
か
ら
臨
海
部
の
直
江
津
地
区
へ
移
動
す
る

と
、
一
転
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
が
照
り
つ

け
て
い
た
。
高
田
地
区
と
同
様
、
人
口
減
少
と
と

も
に
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
直
江
津
地

区
で
は
、
現
在
、
人
気
集
客
施
設
「
上
越
市
立
水
族

博
物
館
」の
建
て
直
し
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

日
本
海
を
目
前
に
す
る
崖
上
に
建
つ
水
族
博
物
館

は
、
前
回
の
建
て
直
し
か
ら
約
35
年
間
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
来
年
度
中
に
は

「
飼
育
数
日
本
一
の
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
」
の
ほ
か
、

多
く
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
展
示
を
目
玉
に
し
た

新
水
族
博
物
館
が
誕
生
す
る
。
な
お
新
水
族
博
物
館

の
建
設
と
並
行
し
て
、
直
江
津
地
区
で
は
現
在
、
ま

ち
な
か
の
回
遊
性
の
推
進
な
ど
を
中
心
と
す
る
「
新

水
族
博
物
館
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
」
の
取
り
組

み
が
、
官
民
協
働
に
よ
り
進
行
中
で
、
今
後
の
推
移

が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

　

新
水
族
博
物
館
完
成
と
前
後
し
て
、
来
年
度
に
は

高
田
公
園
内
の
市
立
総
合
博
物
館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
展
示
の
大
き
な
柱
と
し
て
現

在
調
整
中
な
の
が
、「
上
杉
謙
信
公
愛
刀
」の
購
入
だ
。

個
人
所
有（
岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
展
示
）で
国
宝
指

定
も
さ
れ
て
い
る
こ
の
名
刀
が
上
越
市
に
来
れ
ば
、

「
約
４
２
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り
」（
村
山
市
長
）
と
な

る
。
上
越
市
に
は
北
陸
新
幹
線
で
運
ば
れ
て
く
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
４
２
０
年
ぶ
り
に

み
る
故
郷
の
発
展
と
北
陸
新
幹
線
の
速
さ
に
は
、
謙

信
公
の
魂
も
さ
ぞ
か
し
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文=

遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
３
月
28
日
）春日山に屹立する上杉謙信公像

町家を使った交流施設・高田小町

建設中の新水族博物館（イメージ）
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